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１．はじめに 
 私たちは，本研究で取り上げられている沼島という離島を初めて知った。したがって，
沼島についての全体的なイメージが掴めなかった。そこで沼島について自然地理と人文地
理という２つの視点を持って，調査したいと考えた。 
 本研究では，人口が沼島の自然地理について地形，気候，植生を調査する。また，人文
地理については人口を調査する。そこでは人口が時代とともにどのように推移してきたの
か， またそれに関して，沼島の住民はどのように感じているのかを調査し，考察する。さ
らに本研究を通して沼島に対する理解を深め，将来教育の場で，地域学習の教材研究に反
映させたいと考える。 
２．沼島の地形 
 沼島は島の 90％以上が山間部であり，その多くで 110m を超える山が連なっている。傾
斜が急で，軽自動車がやっと一台通れるほどの道幅のため，山間部の移動は大変困難であ
る。特に雨の日は地面が滑りやすくなるため，より移動が困難になると考えられる。島の
中央部は平地と埋立地で，山側には住宅地が立ち並び海側には漁港が広がっている。島の
至る所に津波への注意喚起として海抜の標識が見られた。もし東日本大震災で観測された
20m 弱の津波が沼島で発生した場合，住宅地や漁港は水没することが考えられる。
図１ 沼島の標高図 
出所：国土地理院 
（ｍ） 
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３． 沼島の気候 
沼島の気候を見るため，気象庁が発表している観測地点の中で最も沼島に近い洲本市の気
象情報をもとに，1981 年から 2010 年までの平均的な月降水量と月平均気温を図示した（図
２）。しかし洲本のデータから検討しているので，正確な沼島のデータとは少し違うとこ
ろがあるので，考慮しながらみる。
 まずは気温の状況を検討する。年間気温の最低を示す１月，２月ではともに４度程度で
ある。３月にもなれば沼島は平均気温が７～８度まで上昇する。淡路の中でも太平洋側に
浮かぶ沼島は，諭鶴山脈によって冬の季節風が遮蔽され，冬は比較的温暖であるといえる。
夏季に関しては，冬に比べて他の地域との気温差は顕著ではない。 
 次に降水量の状況を見る。年降水量において，兵庫県の日本海側は 2300 ㎜を超えるのに
対し，沼島はこれより少なく 1400 ㎜前後となっている。これは冬の季節風によって降雨が
少なく，乾燥した風が吹くことが影響している。６月は梅雨前線の影響によって１年の中
で最も降水量が多い。次に多い月が９月であり，これは台風の影響である。 
 気温，降水量について沼島の状況をみたが，冬の沼島は比較的温暖であるという特徴が
わかった。また，気温と降水量の両者をもとに考察すると，沼島は瀬戸内海性気候に海洋
性気候が加味されていることがわかる。 
図２ 洲本市の月降水量と月平均気温（1981～2010 年） 
出所：気象庁 
(℃) (mm) 
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４． 沼島の植生 
沼島の気候区分は Cfa であり，降雨量が少ない瀬戸内海式気候に海洋性気候が加味され
ている気候に属しており，降水量が少ないわけではない。淡路島本島とは少しだけ気候が
変わっているので植生もそれに伴い多少なりとも変わっているところがある。 
まず基本的な植生として気候の関係から，暖地性の植物が優占しており，海岸から山地に
かけての至る所に暖地性植物を中心とした植生が形成されている。 
沼島八幡神社の宮司の沼津氏によると植生は第１層から第３層に分けられている。 
まず第１層はスダジイ，タブノキ，第２層はホルトノキ，ヤブツバキ，カクレミノがある。
第３層ではネズミモチ，ヒサカキ，ムラサキシキブ等が植生している。また床植生として，
ベニシダ，ジャノヒゲ，マンリョウ，ヤブコウジ，サネカズラ，イズセンリョウ，キノク
ニスゲ，ホソナカナワラビ等が挙げられる。
その他，足元や木に巻きついて成長
するツルコウジ，フウトウカズラ，ワ
ラビなどがある。また以前島に活気が
あった時期には段々畑が多くありその
他の土地には松が植えられていた。し
かし現在林の整備がされていないため
か松を多く見ることはできなかった。
また沼島八幡神社の裏の森はできるだ
け手を加えず，自然の状態で保管して
いるという話を沼島八幡宮の宮司であ
る沼津氏に教えていただいた。森は倒
木から木々が再生するなど原生林のよ
うな形をとっている。
沼島八幡神社ではホルトノキ，クスノ
キ，タブノキを確認した。八幡神社の
背景には原生林のような管理されてい
る林が生い茂っている。
八幡神社では昔から愛されてきた山
をご神体として管理し，自然を尊重し
たうえで，ありのままで残す試みがさ
れている。  写真１ 沼島八幡神社のホルトノキ 
出所：2019 年 8 月 30 日撮影  
写真１は八幡神社の神社境内の裏側に立っているホルトノキの様子を撮影したものであ
る。ホルトノキとはポルトガルから伝えられた沼島に植生する大変貴重な植物である。ホ
ルトノキの特徴としては緑高木であるが，古い葉は落ちる前に紅葉し，常に一部の葉が紅
葉しているのが見られる。葉は倒卵形でやや鋸歯があり，ヤマモモに似ているが厚みがあ
る。花期は７－８月頃。初夏に花が咲き，横に伸びた花茎に穂状に付く，個々の花は釣り
鐘状で白い。
ホルトノキの分布は本州西側，淡路島，四国，九州，沖縄，台湾，インドシナなどに分
布する。本州以西の西南日本で照葉樹林の高木層構成樹として重要で，各地の社寺林の中
で巨木が見られる。ホルトノキは実際に見ると植物自体の高さが非常に高く，平均して 30
ｍほどの高さにまで成長する植物である。神社の裏に広がる密林状態の森から生き残るた
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写真２ 沼島の松 
めに背を高くしている様子がわかる。 
沼島にはかつて松が大量に植生していた。
しかし人口の衰退や，町の人口年齢の老化傾
向の中で，次第に畑などは荒れ地に変わって
いった。 
松はその中で防風林の役割として管理され，
植えられていたが，現在では島の西部にわず
かに植生しているだけである。現在の松の様
子はまばらにたたずんでいる様子が見てとれ
た（写真２）。 
 写真３，４は沼島八幡神社の裏に広がっ
ている森の中に実際に立ち入り，スダジイと
タブノキを撮影してきたものである。森の中
に入って分かったことだが，昼間なのにもか
かわらず日があまり通らない。これは植物の
密集度が非常に高いことを意味している。
 沼津氏が言っていた手入れをせずに自然
のままの状態で残してあるという森の様子を，
身をもって感じることができる。 
出所：2019 年８月 30 日 
写真３ 沼島の森 写真４ 沼島の森 
出所：2019 年８月 30 日 出所：2019 年８月 30 日 
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５．沼島の人口 
（１）沼島の人口推移
図３は，沼島の人口推移を示している。1955 年沼島は南あわじ市南淡町に属することに
なった。1952 年までは沼島のみの人口統計データが存在したのであるが，国勢調査は南淡
町単位のデータしか存在しない。そして，1995 年から 2015 年は国勢調査の小地域集計に
おいて，沼島のみのデータが存在したため，データを取り出すことができた。 
沼島全体として人口は年々減っており，2015 年は 430 人となった。1907 年の総人口は
3691 人であり，およそ 100 年間で 3000 人以上人口が減少した。1918 年から 1928 年はほと
んど人口の減少が見られない。その後 1930 年から 1940 年にかけて徐々に人口が減増して
いる。しかし，1940 年から 1950 年の間は人口が増えている。これは戦争によって，集団
疎開してきた人々が沼島に住むようになったためだと考えられる。1950 年以降は，データ
は少ないが人口が減少傾向にある。 
（２）沼島と兵庫県の比較
図３ 沼島の人口推移 
出所：国勢調査，三原郡史 
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図４ 兵庫県の人口ピラミッド 
出所：国勢調査 
図５ 沼島の人口ピラミッド 
出所：国勢調査，三原郡史
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図４は沼島との比較のため作成した，兵庫県の人口ピラミッドを表している。老年人口
割合 27.1％，生産年齢人口割合 60.0％，年少人口割合 12.9％とつぼ型で，超高齢社会であ
る。まず，老年人口において 10％を超えている年代が１つもない。老年人口は年齢が下が
るにつれて，多くなっている。65～74 歳は戦後に生まれた団塊の世代に当たる。また生産
年齢人口を見ると，64 歳～55 歳にかけて人口減少するが，54 歳～40 歳まで徐々に人口が
多くなっていることがわかる。これは，団塊の世代が生んだ人たち，いわゆる団塊ジュニ
ア世代である。その後人口は，年齢が下がるにつれ徐々に少なくなっている。しかし，15
～19 歳の人口が 20～24 歳の人口より僅かに多くなっていることがわかる。これは，団塊
ジュニア世代が生んだ子である。年少人口では，それよりさらに人口が少なくなっている。
図５は，沼島の人口ピラミッドを表している。老年人口割合 47.7％，生産年齢人口割合
45.3％，年少人口割合 7.0％でつぼ型の傾向がさらに進んでいる。また，沼島は老年人口割
合 21％以上の超高齢社会の数値を悠々と超えており，兵庫県の老年人口割合 27.1％と比べ
ても高齢化がかなり進んでいる。老年人口について，およそ２人に１人が 65 歳以上の高齢
者である。男女とも 65～69 歳が最も多く，続いてその前後の人数が多くなっている。これ
は団塊の世代である。沼島は男女ともに老年人口が 10％を超えている年齢層がいくつかあ
ることがわかる。次に生産年齢人口について，40～54 歳は，比較的人口が多いことがわか
る。これは，団塊ジュニア世代である。また，39 歳以下から急激に減っていることもわか
る。しかし，図４と同様に 15～19 歳の人口が 20～24 歳の人口より多くなっていることが
わかる。最後に年少人口についてであるが，男女とも極めて少ない。これからより一層人
口減少が進んでいくと予想される。 
以上から２つの図で共通する点は，団塊の世代，団塊ジュニア世代，団塊ジュニア世代
が生んだと考えられる世代の年齢の人口割合が高いということである。しかし，年齢が下
がるにつれて，割合も少なくなっている。異なる点は，沼島の方がより少子高齢化が進ん
でいるということである。また，兵庫県の人口ピラミッドはつぼ型であるが，沼島は人口
ピラミッドの種類で表すことができないほど高齢化が進んでいることからもそのことが言
える。 
（３）沼島の人口分布
図６は，沼島の国勢調査小地域（H27）を示したものである。沼島は南区，中区，北区，
東区，泊区の５つに設定されている。 
図７は，沼島の男女地域別人口を表している。
まず，地域別にみると，南区，中区，北区は残
りの２地域に比べて，人口が多いことがわかる。
図６と照らし合わせてみると，沼島の南西側に
南区，中区，北区が位置し，北東側に東区，泊
区が位置している。したがって，沼島は，南西
側の地域の人口が多いことがわかる。これは，
南区，中区，北区に漁港が広がっており，沼島
の主要産業である水産業が行いやすいからで
あると考える。また南区には，南あわじ市立沼
島小・中学校があるなど，沼島の南西側に住ん
でいる方が生活しやすいことも考えられる。 
 次に男女別にみると，南区，中区，泊区に
おいて男性が多い。しかし，北区は同数，東
区は女性が多い。この理由として，北区には
汽船発着場があるからである（あわじ環境未
来島構想推進事業ふるさと自立計画推進モデ
ル事業国生みツーリズム実行委員会より）。 図６ 沼島の国勢調査小地域（H27） 
出所：jSTAT MAP より作成 
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（４）沼島の産業別人口
図８は，沼島の産業を表している。いくつかの地域で 100％になっていないが，これは
未回答などがあるためである。まず，沼島全体をみると，54.3％が第１次産業で，次いで
41.6％が第２次産業，第３次産業は 2.8％である。主産業は第１次産業である。地域別にみ
ていくと，泊区，東区，南区は 50％以上が第１次産業となっている。しかし，北区，中区
では第３次産業の割合が少し高い。これは，この２地域には，島内唯一のスーパーや酒店，
飲食店，観光案内所などのサービス業が多くあることが理由であると考える。また，中区
以外の地域では第２次産業も少し見られる。これは，農林水産省の新規事業である漁港漁
村整備として，津波対策のための防波堤や水門の工事がされているからだと考えられる。 
図７ 沼島の男女地域別人口 
出所：国勢調査 
図８ 沼島の産業 
出所：国勢調査 
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（５）沼島の人口意識調査
沼島の人口を分析した結果，沼島は年々総人口が減少し，かつ 2015 年の国勢調査によっ
て，超高齢社会となっていることが明らかとなった。超高齢社会は社会問題として教科書
やメディアでよく取り上げられている。一般的にはその解決策を考察する。そのような問
題に実際に直面している人々は，本当に問題視しているであろうか。そこで沼島の市街地
に赴き，現地で沼島に在住している方に質問紙調査を行った。 
質問内容は，「年齢・性別を答えていただける範囲で」「沼島は好きか（愛着があるか）」
「沼島以外のところに住んでみたいか」調査したデータを提示しながら，「人口が減少して
いるが，増やしたいか」を問うた。予定していたサンプリング数は 167 人（母集団は 430
人，要求精度を５％，信頼率を 90％）としていたが，実際には 10 人しかデータを取るこ
とができなかった。また，沼島八幡神社の沼津氏に沼島の人口の歴史や，沼島の方々の人
口に対する意識についても話を聞いた。 
１つ目の質問の沼島が好きですかという回答には全員が「はい」と答えた。（図 9）２つ
目の質問の沼島から外に移住したいですかという質問には，半数以上の人が「いいえ」と
答えた。３つ目の質問の沼島の人口減少についてどう考えるかという質問は人口を増やし
たいという人が多かった。 
１つ目と２つ目の質問からは，沼島に住んでいる人々は沼島に深い愛着を抱いているこ
とがわかる。３つ目の質問については，沼島の人口を増やしたい人が多い結果となったが，
話を聞くとどんな人でも入って来て欲しいのではなく，沼島を大切にできる人が入って来
て欲しいという意見だった。中には，行事ごとの時だけでも人がたくさん来て盛り上がれ
たら良いという人もいた。沼津氏の話によると，1940 年から 1950 年の人口の増加は集団
疎開してきた人たちだということであった。 
今回は国勢調査をもとに人口推移を考えた。しかし，調べていくうちに住民基本台帳 
から人口統計を扱っている資料がいくつかあった。国勢調査と住民基本台帳の結果を比べ
るとズレが見い出された。人口統計を扱うときには国勢調査か住民基本台帳どちらを扱う
のを吟味し，気を付けて扱わなければならないことがわかった。 
図９ 沼島の人口意識調査結果 
出所：沼島での街頭調査 
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６．おわりに
 私はこれまでに，一度も行ったことがなかった沼島にこの度調査で訪れた。その中で調
査を進めていった。 
 地形に関しては山地が多く，傾斜が急な場所が多く見られた 。また各地に津波からの避
難所が設けられており， その土地の高さを生かしたまちづくりがなされていた。気候に関
しては瀬戸内海性気候に海洋性気候が合わさった複雑な気候である。 
沼島は沼島八幡神社の沼津氏が手を加えず見守っている原生林のような森の中にさまざ
まな植物が群生している。過去には松が多く植えられていたが，現在では松は島の片隅に
ひっそりとたたずんでいるのみである。 
沼島という島は人口が衰退の傾向にある中，人口の多くの割合の人が将来再び沼島に戻
ってきたいという考えを示した。沼島という島は現在繁栄しているとはいいがたいが，祭
りの際には島民が淡路本島などから戻ってくるなど，島を愛する人が多い島であるという
ことが分かった。 
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